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原子炉圧力容器の脆化予測は破綻している続編）

原発適合性審査に｢クロスチェック解析｣を

科学者と政治のよくない関係
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L___=｣___!!___L_..占陰
gm-100001500020"025000500010000150002000025000 昨年7月以来，再穂鋤に向けて各賦力会社が

提出した股i世変更淵:可巾澗諜に対して，原子力規

側委員会力噺釧制韮池適合性の安全群蚕を巡めて

いる。その群壷における睡大事故等対簸の有効

性評価」の中での過酪班故の解析結果にl則して．

規制委貝会は，従来災施されていた「クロスチェ

ック解折jという聯笠手法をJM入れない懸念が

ある。安全非在における「クロスチェック解析」

とは，股澄(愛孤)許可申鮒番に記戦の辨故解析に

1mして，巾附者が用いた解析コードとは別の3断

コードを用いて規伽者が自ら珊轍解析を行うこと

をい‘う。その納呆を巾納者の解析結果と僻しく照

合することにより．申淵者の解析緒果の妥当性を

枕証すること力可能となる。

柧烏原発ﾘ『故以前の安全癖壷では原子力安全・

保安院および原子力安全委貝会はともに「クロス

チェック解枅」を爽施していた。今回，過酪耶故

というきわめて祖雑な現狼の解併結采を初めて群

壷することになったが，そのためには，この『ク

ロスチェック解伽による肝師は不可欠である。

以下にこのI1I畑点についての要点を報告する。

５

○
八1.4+137Cs(Bqn<9)

－021651“276ベ677171083t596219528郵
垂ネルギー(keV)

図3－敷趙内のス認ツトで測定したガンマ録スペクトル〈ハ地
懲とB地点は回2に対応）

●は血αとp7GのMI峻吟に牧山する(c淡的なガンマ散で,
01140Kが敗出するガンマ鰍である。

’図1一茨城県守谷市内蓮譲れる人工河川の堆倶物表層(5こwn中
に含まれる炊射控セシウム(!訓令画Cs)に対する4cKの閲保
両老の川に祁側は認められない(r=-0,0220P<0.0;)｡43Kの
ガンマ線はl.46MWとやや商めのユネルギーなので，ガンマ
鍬の検出効喉が低い。そのため．故､確セシウムの測定制鰻
(0.6MW逓怖)と此蚊して必然的に郷職整も火閻くなる。

図2－ある敷地内の空側線武平のマッピング<測定はZインチ
N血シンチレーションカウンク，測定拓きは5cm)
A地融B雌黛の2カ所で周迦よりも燃逓串が商いス>Iミツl'が
見つかった。

図1の例のように40Kに対して”寸性セシウム
が何倍も存在するような卓越する諏境であること
がわかっていれば，空IⅢ線湿榊に示される値の多
く力倣射性セシウム由来と判定することができる。
しかし，先に述べたように，もともと放射性セシ
ウムの沈藩鉦が少なかったり(これには土1JMmが洗い
認されることによって.縦射性セシウムそのものが移動した例

も含む)．時lmの経過とともに放射能が減蕊してき
たことに旗って，放射性セシ'シムと天総核狐が拮

抗する掛合がある。このような状況下では，空llll
線戯半だけをもって放鮒性セシウムの移励をiWHi
することはできない。

点でガンマ線スペクトルを測定すると．前者は放

射職セシウムに．後者は天然核孤(おもに"K)が単

越していること44がわかった(図3)。

このように，天然核狐と放射性セシウムの放射

能力輔杭するような珊所では,空側線艇率だけで，

その期の放射性セシウムによる汚染を瀞価するこ

とはできない。このことはガンマ線スペクトルを

測定することでしか判定ができない苦しい馴珊も

あるが‘ある程庇予想をつけることも可能である。

ここで挙げた例では‘図2,3にあるB地点は．

拙蝋とタイルを仕切るために石材が使われていた。

この石材力凋辺との線湿率の蓬述の原因であった。

そのため.A地点はともかく.B地点周辺の土を

採取して狸土してもその』ﾙの綱1が下がることは

ない。このような差述の凧因は石材〈述茶材)であ

ることが多いので．放射性セシウムの沈新避が比

較的少ない地域において,*II1線斌計で石材周辺

を測るときには注淑力泌喪である。

て放射性セシウムを移動させている。沈誰後にこ
のような移動がなければ，それぞれの半減期に則
って徐々 に放射能は減衰していくものだが．実際
には雨樋や排水聯で放射能が上外することがある
のは,放射性セシウムの移伽が脈因である。しか

し，狸を返せば‘放肘性セシウムを含む土壌力硫
れ去ったiﾙ所では，崩壊よりも速い遮庇で線逓が

低下することになる。

このように放射性セシウムは土製表面に局在し
ているため，その土壊がどこに移肋するのかによ

って，今後の線iftの＃I鯵に大きく祢与してくるこ
とになる。その一方で‘天然核柧“上岩が変わら
ない限り大きく値が変わることはない。ここで測

定例を一つ挙げてみよう。私が測定対象にしてい
る茨城県守谷市内の人工河川の土壊"Wb)中に
含まれる'』(.'"αと細KのIN係を図1に示す。雨
水を効率よく錐める守衛h内の人工河川では．沈
蒲した放射性セシウムを含む土鯲粒子を狼菰させ
てしまうため．j燭i物が棚まる珊所では那放から

2年以上が綴過しても､放射性セシウムとして2

万Bq/kgを超えるような揃い放射能が検出され
る｡しかし●その一方でｲ0Kは土壌幾而だけに存
在しているわけではないので‘たとえ変而の土が
流れ去っても(あるい“1猟しても)放射性セシウムの

波庇(=IM係なく，どこでも200～60089/kgは検
出される。
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ガンマ線スペクトルによる判定

福島事故以前は定着していた

Iその具体的な例として，祁内のある敷地内で測
定した例を挙げたいく側2）。2インチのNnIシン
チレーションカウンタを用いて，商さうcmで敬
地内を細かく測定し‘空Im線敵半をマッピングし
たものである。ほと'んどの地点で0.08"Sv/h程
庇のバックグラウンドである瀧周辺よりも級避
が相対的に潤い地点が2カ所見つかった。ここ
で，図2上部のスポッ1,(AJE")は0.21"Sv/hで，
下部のスポット(II地点)はO｡20"Svihを示し，数
仙上では両者に大きな述いはない。しかし，両地

福）湖F故以111の安全癖壷での「クロスチェック

解析」の爽裁については，笠井亮衆縦院搬災眺産

党)に誤る規伽委貝会への貴料要求に対し；その

馴嚇局の原子力規側庁が提出した炭料7によると．

原子力安全’保安院(}汰葬韮)は1988年以降の密

通桑件21件，原子力安全委貝会〔2汰桝光)は,”4

年以降10件について実施していることがわかっ

た。このことから，「クロスチェック解栃」は原

子力安全・保安院と原子力安全委貝会による安全＊4－仮にTh系列の捜孜の寄与も大きいことを菰通した。
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一

のやり方であり，前述の通り禍島り職以前の安全

聯交では定誌していた。まして過酪事故解析の審

壷は今回が初めてであるから．「クロスチェック

解棚による戟証を行うことは必要不可欠である。

このクロスチェック解桁の必要性は，規制庁の

技術支扱機関である爪子力安全悲遮機櫛が新規制

韮i仏を反映した安全股叶の妥当性を評価するため

に過酷1F故に関するクロスチェック解析手法の整

側を作業項目の一つとして取り組んでいる邪塞

からも巫付けられる。

など，さまざまな技術的視点から遊ばれてい

る｡

ただし，栖隠雅故以前の安全容姦においては‘

炉心の著しい狽悔や原子炉格納容器の捌防を生じ

るような過酷蛎故ば，規制対象にされていなかっ

たので，「クロスチェック解捌の爽鎖はない。

の実窟例

慶一鳳矛力安全･保安院と11好力安全美貝会腱よる原発喫全喜豪での「クロスチエツク解脈」
1頭も力規制府の闘進資料から2000年以降を批枠。
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新規制韮迦適合性癖壷では，「炉心損慨防止対

能及び格納容器破捌防止対策の右効性評価」にお

いて。過酷ﾘ【故に関する申識者の解析結果の妥当

性を鮫正に癖壷することがとりわけ並渓である。

同韮準では想定すべき過酷難故シーケンスグルー

プが定められている。これらのグループは，原子

炉圧力容器内での燃料被ふく笹材のジルコニウム

ー水反応〈水粥発生)，炉心の溶融挙肋，原子炉格納

容器内での溶融燃料一冷却材相互反応(水蒸気爆発)‘

水素燃焼・爆発，溶融炉心-ヨンクリート相互作

用〈コンクリート便幻など，きわめて複雑，かつ不確

かな性質をもつ物理現象の過波変化である。申柵

者はこれらを数他解析手法でシミュレーション

(投憂)するために，各物理現象に対応してPWR

で5菰類bBWRで8菰類の解析コードを使用し

ている。規伽者が申柵者の解祈結果を刑ぺて，疑

1111点，不明点について申剛者に説明を求めるやり

方だけでは．解析結果が妥当であるかどうかにつ

いて遮正な判断を下すことはおよそ不可能に近い。

なぜならば，申禰若の解析に入力データのml述い

があったり，解析モデルに間迷いや不十分さがあ

ったり‘または仮に判断避難を瀧たすために悲恋

的な解析がなされていたとしても．申剛者に僻

析コードで計郷するとこの結果になるjと主張さ

れると，それを定ilt的な根提をもって妥当でない

と秤価することは笹だ困難だからである。そこで，

規制者が申附者とは独立に,同じ解析機能をもつ

別の解析コードによる解析を行い，両者の解析総

果を定最的に詳しく照合することが‘申柵者の解

析結果の妥当性を検征する上で実効性のある群姦
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笠I:衆羅院識貝力覗11委貝会に「クロスチェッ

ク淵}『」を実施するのかどうか照会したところ，

規制庁から10月30日付けで「審壷の中でクロ

スチェック解析の要否を判断して参ります」との

文撚回答，があった。その後｡12月12日に改め

て照会したところ，「その状況は変わっていな

い」との回答があった｡「クロスチェツク解析」

には相応の作業斌と時IIUを要することから．辮迩

が巡んできたとの段階に至っても実施を決めてい

ないということは‘規制委貝会は実施しないで群

査を終耕させようとしている懸念がある。もし実

施しない場合は，かつての原子力安全・保安院と

原子力安全委貝会による安全癖姦よりも厳正さに

欠けた手抜き癖迩という結采になる。規制委員会

には新規別埜準適合性癖症において過酷鞭故に対

する「クロステェック解析ゴを行って厳正な群姦

を行うことを強く求める。
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1－笠井充衆姻院旭貝への…蜆駒庁提出汽料「審交に傍圃さ

れた解研コードj(2018年11月20日）

2－厘チカ安全基鐘扱柵睡全研究年報(平鹿24年皮>｣(2013

年8月)ppo7～10

3－銭井売衆腿院臓只への原子力肌初庁捉出箕科W取手力免電

所の折狐制題鵬謹合性審麦における「江大事故尊対簾の有効性

解価）に間する欠閲書Jに対ずろ回避j(2013年10月31日）
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誰在案件ごとに．申鮒者の解析ケースの中か
ら1ケース～4ケースを抜き取って行われて
いる。

②荘目する解析斗職は，炉心の反応度変化によ
為核然赫性(制仰撚の挑柑な引き抜9,割卯棚葡下耶故‘
が心皮定性など)．炉心の冷却能力調上に伴う熟

流励職性(鳳子炉冷却lﾈ喪失‘負背の喪失･溌笂発生鶴
伝然笹裁択左と),狄地境界での被ばく総肚評価

聯韮において定落していたことが明らかである。
謀は，規制庁費料から2000年以降の分を抜粋

したものである。「クロスチェック解析」が行わ
れた審在件名，審恋時期，解析事象およびクロス
チニック解析コード名が郷脳されている。この表
も含め1988年以降の実施実裁から次のことがい
える。

①クロスチニック評価を行った解析ケースは，
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